
インドの大豆生産者
課題解決の筋書き
（ロジックモデル）

活動 結果
成果

初期（～2年） 中期（～5年） 長期（～10年）

ヒト：
醤油生産技術者
（ちば醤油）
醤油生産担当者
（現地製造委託
パートナー）

モノ：
現地原材料
醤油の生産設備・
機材

技術・ノウハウ：
日本の伝統的な醤
油生産技術

カネ：
上記に関わる資本
投入

インドの生産パート
ナーによる日本の
伝統的手法の醤油
生産を実証する

工場および機材へ
の投資が実行され、
生産設備が設立

される

指標 6

現地従業員の雇用がム
ンバイ、ベンガルール、
チェンナイに拡大し、
女性の雇用地域も拡大
し、女性のエンパワメン

トが促進される

指標 4

少人数ながら、女性
を含む現地従業員
の雇用が開始される

指標 1

原材料の大豆調達
が大豆生産者の経
済活動の活性化に

寄与する

指標 5

現地従業員の雇用が
拡大するとともに、
女性の雇用も促進さ
れ、女性の自立支援
への貢献が始まる

資源

インドで醤油製造・
販売パートナーを

発掘する

短～中期（B2B）と
長期（他都市のB2B
とB2C)の販売計画
が策定される

指標 2

原材料の大豆調達量
が増加し、大豆生産者
の経済活動がさらに活

性化する

指標 8

デリー市内のレストラ
ン・ホテルへの販売網
が拡大し、自然由来の
醤油に対する認知と
理解が一般消費者に

拡大する

指標 3

原材料の大豆調達が
デリー市外（ムンバイ、
ベンガルール、チェンナ
イなど）にも拡大し 大
豆生産者の経済活動
活性地域が拡大する

指標 9

醤油の販売先がデリー
市外のB2B市場に拡大
することで、自然由来の
健康的な食品に関する
認知・理解が3都市の消
費者に拡散し、 B2C市
場への進出により家庭
での消費も促進される

日本の伝統的手法
による醤油の量産が

開始される

現地生産・販売パー
トナーとの連携体制
とビジネスモデルが

合意される

インドにおける原材
料（大豆）調達規模
および調達体制が
明確化される

指標 7

デリー市内のレスト
ラン・ホテルにおける
消費者コミュニケー
ションを通じて、醤油
がタンパク質に富む
大豆を原料とした
自然由来であること
が一般消費者に
認知され始める*

インドで現地の原
材料調達先を発掘

する

インドでの工場設
備・機材の設置を

計画する

インドでの醤油
販売先に関し
調査する
（B2B・B2C）
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* 従来の調味料は化学品と着色によるものであるため、より健康な自然由来の発酵食品に関する認知・理解と使用を促進する。

企業の事業成果により創出される社会的インパクト
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